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III．経営成績 

 

当連結会計年度の概況 

１.損益 

 当連結会計年度の経常収益は、金融商品に係る会計基準の適用に伴い、ヘッジ会計の適用対象となるデリバティブ

取引の収益及び費用について従来の総額表示から純額表示に変更したことによる減少等により、前連結会計年度比 

１９．８％減の１兆７，２３１億円となりました。 

経常費用は、上記のデリバティブ取引に係る純額表示への変更等により、前連結会計年度比２３．５％減の１兆 

５，３９３億円となりました。 

 その結果、経常利益は１，８３８億円（前連結会計年度比＋３４．７％）、特別損益等を勘案した当期純利益は 

４８９億円（同△２１．８％）となりました。 

 

２.業容 

 預金は前連結会計年度末比１兆７，７８０億円増加して３２兆３９億円となり、譲渡性預金は同１兆１，０８３ 

億円増加して４兆６,２１０億円となりました。 

 一方、貸出金は、前連結会計年度末比５，７３４億円増加し、３２兆９，０６７億円となり、また、有価証券は、

同３兆５，３７７億円増加し、１０兆４，６６５億円となりました。 

 総資産は、前連結会計年度末比３兆３，５４０億円増加し、５１兆８，４９６億円となりました。 

 

３.純資産 

 純資産額は、外貨建取引等会計処理基準の改訂により、為替換算調整勘定△２０９億円を新たに資本の部に計上し

たことから、前連結会計年度末比３２７億円減少して２兆１,７５８億円となりました。 

 

４.キャッシュ・フロー 

 当連結会計年度末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から２，６０７億円減少し、１兆１,４７３ 

億円となりました。「営業活動によるキャッシュ・フロー」は＋３兆２，１８４億円、「投資活動によるキャッシュ・

フロー」は△３兆６０１億円となりました。 

 

５.セグメント 

所在地別の内部取引消去前の総資産シェアは、日本が８８（前連結会計年度末比＋１）％、米州が４（同△０）％、欧

州、アジア・オセアニアは、各々２（同+０）％、６（同△１）％、経常収益シェアは、日本が７６（前連結会計年度比

△６）％、米州が１４（同＋７）％、欧州、アジア・オセアニアは、各々３（同△２）％、７（同+１）％となりました。 

 

６.自己資本比率（国際統一基準）（速報値） 

 連結自己資本比率が１１．３１％、単体自己資本比率が１１．９１％となりました。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 


